




















































定理 2･1 次の性質をみたす三つ組 (aj,考 ,JOj)(j-1,2)が唯ひとつ存在する :
(i) aj>0,Pj･>0
(ii) pjは[0,-)上のBorel測度で,小 ⅠOi)-0,I.㌔吉 pj(dス)<-




√27Ep2- i- ill.mfj-iT P2佃 )
定義 2.1 三つ組 (α1,j91,Pl)と(a2,J92,P2)とを夫々,Rに付随する第 1KMO-ランジ
ユヴァンデータ,第2KMO-ランジュヴァンデータという｡

















(2･13) rj,6(i)- I(.,∞)(i)IEWe-1lpj(dl) (1≦j≦2, 6>0)･
定義 2.2 方程式 (2.ll)と(2.12)を夫々,第 1KMOランジュヴァン方程式,第2KMOラ
ンジュヴァン方程式 という｡
例2･1 正数 α,ノ‖こ対して･共分散函数 Rα,pが


















(2･17) 7n*x(i)ニ 6ーwrqX(i)-6wr2(p軒 1)2I_tQ(tTS)T字i(S)ds+W(i)



























ov) cpl,a了 1(-)om器 γ1,0(t,dり≧O.
定理 2.4 第2KMOう ンジュヴァン方短式 (2.12)において,


















(3･2 ) R (a )-Il- 1 ,1]i JnJq (dt)
ここで,Cは[-1,1]上のBorel測度で
(3.3) 6(モー 1,1))-0, 0<cr([-1,1])<-
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(3･4) /_l(TiT ･王 手 )a(dt)<…
注意3.1 (3.1)の orEは(3.3)と(3.4)を満足する｡
A-A(0)をRのスペク トル密度 とする :
(3･5) R(n)-/le-inca(0)de
このとき





(3･7) A(I)-Jexp(去 上 ;
eiβ+ Z
iβe -Z











√雷 pl(1+Z)十卜 Z+ (1-Z2)I-17 =言 Pl(di)
α2 1
1
√訂 p2(1十 Z)+卜 Z+(卜 Z2)I-1手二手P2(dt)
(lzl<1)
(fzl<1)
定義3.1 三つ組 (α1,Pl,Pl)と(a2,P2,P2)を夫々,Rに付随する第 1KMOj ンジュ
ヴァンデータ,第 2KMO-ランジュヴァンデータという｡
f-(i(n):n∈Z)を白色ノイズで
(3･9) x'n)-去 n=室∞ 分(n一-'EGn)
をみたすものとして,久保 noiseZ-(I(n):n∈Z)は
















(3･15) rj (a,-去 ((1-e2i･)I_l
注意3.3
(3･16) rj(a)-




定義3.2 方程式 (3.13)と(3.14)を夫々,Xに付随する第 1KMO-ランジュヴァン方程式,
第2KMO-ランジュヴァン方程式という｡












射nト射n-1,--岩 -(A (n'･ 射n-1)).2





(3･20) D-Nli-W 去 E([∑x(n)]2)･n=0
で定める.連続系のときの表現 (2.19)と異なり,このDは次の表現をもっ :
(3･21) D- ≡ R(n)-翠n=0
定理 3･3 第1KMOう ンジュヴァン方程式 (3･13)において
(i) 里 -R(0)cpl,γ.,2
ここで






































cp](e), r (16) Cpl,γ】
28皇8) 2j91
aseJO




(3.24) 仁 1,1] 二 L [｡,∞)i tld,∞)_
lu.I uJ LU
i - 宝 ‡ - ÷ 玉 ‡
で,I;19pJe)は,合成写像 x言]Pによるp,(E)の像測度であるo







単位時間当りのエン斗 ロビー レ ｢ ト, 大偏差原理 (largedeviationprinciple)におけるエ
ントロピー を,第 1KMO-ラン ジ ュ ヴァン方程式 (3.13)における揺動カ alfと第 2KMO-
ランジュヴァ▲ン方程式 (3･14)に お ける揺動カ α2Zに対 して計算L
w ≡ RZ-Iw:zJ一一 R函数 1,x(u,)≡u,(n)
として,W上のBorel構造LJ8- a(X(a);n∈Z)とW上の定常確率測度の全体 珊S(W)の部分
集合7月tl(T･')を
























tion principleが成 り立ち,そのときのレー ト函数Hp(I)は次の表現をもつことが示 された :
Q∈ 7'is(W)に対して
(4･7) Hp(Q)-EQ(/RQ(yI･)logo(y巨)dy)+log2打





p∈ 7n冒(W)に対して,X- (X(a);n∈Z)は薙率空間 (W;LB,p)上で条件 (3.2)-(3.4)を
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満 たすとし,(α1,A,,01),(a2,82,P2)を夫々第 1.KMOう ンジュヴァンデータ,第2KMO-






















注意4.1 (i) p2-0 ⇔ .01=0
(i) p2>1⇔ Pl>1 ⇔ P2>P1
- 2 32-
2-≠2-∫2


























































東大･理 鈴 木 増 雄
1.はじめに
この報告では,超有効場理論とコヒーレント異常法1~24)の要点を,式をなるべく使わずに
概念的な面に重点を置いて解説する･｡
相転移の理論的研究は古く前世紀から始まるOその中で最も有名なものは,Lフアンデルワ-
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